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11 総合的な学習の時間の基本 
 
（１） 目標      

探究的な見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学習を行うことを通して，よりよく

課題を解決し，自己の生き方を考えていくための資質・能力を次のとおり育成することを

目指す。 
（1） 探究的な学習の過程において，課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け，

課題に関わる概念を形成し，探究的な学習のよさを理解するようにする。 

（2） 実社会や実生活の中から問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，

整理・分析して，まとめ・表現することができるようにする。 

（3） 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしな

がら，積極的に社会に参画しようとする態度を養う。 

（２） 学習指導のポイント 
総合的な学習の時間の趣旨を実現するためには，問題解決的な活動が発展的に繰り返さ

れる「探究的な学習」とすること，他者と協働して課題を解決する「協働的な学習」とす

ることが重要である。加えて体験活動を重視するとともに，言語により分析し，まとめた

り表現したりする学習活動，コンピュータ等を活用して，情報を収集・整理・発信する学

習活動の充実も求められる。さらに，各教科・科目等との関連を意識した学習活動を展開

することなどを踏まえることも大切である。 
① 学習過程を探究的にすること 
探究的な学習とするためには，学習過程が以下のようになることが重要である。 
 
 
 
 

この探究の過程は順序よく繰り返さ 
れるわけではなく，順番が前後するこ 
ともあるし，一つの活動の中に複数の 
プロセスが一体化して同時に行われる 
場合もある。 
この探究の過程は，右図のように何 

度も繰り返され，高まっていく。 
② 横断的・総合的な学習を行う 

  教科等の枠を超えて探究する価値のある課題について，各教科等で身に付けた資質・

能力を活用・発揮しながら解決に向けて取り組んでいくことが必要である。 

〈例〉「国際理解，情報，環境，福祉・健康などの現代的な諸課題に対応する横断的・

総合的な課題」，「地域の人々の暮らし，伝統と文化など地域や学校の特色に応

じた課題」，「児童の興味・関心に基づく課題」などが考えられる。 

【課題の設定】 体験活動などを通して，課題を設定し課題意識を持つ 

【情報の収集】 必要な情報を取り出したり収集したりする 

【整理・分析】 収集した情報を，整理したり分析したりして思考する 

【まとめ・表現】 気付きや発見，自分の考えなどをまとめ，判断し，表現する 

 探究的な学習における児童（生徒）の学習の姿 
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③ 探究的な見方・考え方を働かせる 
探究の過程を支えるのが，探究的な見方・考え方である。探究的な見方・考え方には

二つの要素が含まれる。 
  １） 各教科における見方・考え方を総合的に働かせる 

    各教科等の学習においては，その教科等の特質に応じた見方・考え方を働かせな

がら，教科等の目標に示す資質・能力の育成を目指すが，総合的な学習の時間にお

ける学習では，各教科等の特質に応じた見方・考え方を，探究的な学習の過程にお

いて，適宜必要に応じて総合的に活用する。扱う対象や解決しようとする方向性な

どに応じて，児童生徒が意識的に活用できるようにすることが大事である。 

   ＜例＞ 実社会・実生活の中の課題の探究において，言葉による見方・考え方を働

かせたり，数学的な見方・考え方を働かせたりするようにする。 

  ２） 総合的な学習の時間に固有な見方・考え方を働かせる 

    特定の教科等の視点だけで捉えきれない広範な事象を，多様な角度から俯瞰して 

   捉えることであり，また，課題の探究を通して自己の生き方を問い続けるという， 

総合的な学習の時間に特有の物事を捉える視点や考え方である。 

  児童生徒が探究的な見方・考え方を働かせながら横断的・総合的な学習に取り組むこ

とにより，より良く課題を解決し，自己の生き方を考えていくための資質・能力を育成

することにつながるということを意識し，指導を行うことが大切である。 

（３） 各学校において定める目標 
各学校において定める総合的な学習の時間の目標は，第１の目標を適切に踏まえて，

この時間全体を通して各学校が育てたいと願う児童生徒の姿や育成を目指す資質・能

力，学習活動の在り方などを表現したものになることが求められる。 
（４） 指導計画の作成に当たっての配慮事項 

① 年間や，単元など内容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資質・能力の

育成に向けて，児童生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにする。そ

の際，児童生徒や学校，地域の実態等に応じて，児童生徒が探究的な見方・考え方

を働かせ，教科等の枠を超えた横断的・総合的な学習や児童生徒の興味・関心に基

づく学習を行うなど創意工夫を生かした教育活動の充実を図る。 

② 全体計画及び年間指導計画の作成に当たっては，学校における全教育活動との関

連の下に，目標及び内容，学習活動，指導方法や指導体制，学習の評価の計画など

を示す。 

③ 他教科等及び総合的な学習の時間で身に付けた資質・能力を相互に関連付け，学

習や生活において生かし，それらが総合的に働くようにすること。その際,言語能力，

情報活用能力など全ての学習の基盤となる資質･能力を重視する。 

④ 他教科等の目標及び内容との違いに留意しつつ，第１の目標並びに第２の各学校

において定める目標及び内容を踏まえた適切な学習活動を行う。 

⑤ 各学校における総合的な学習の時間の名称については，各学校において適切に定

める。 
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⑥ 障害のある児童生徒などについては，学習活動を行う場合に生じる困難さに応じ

た指導内容や指導方法の工夫を計画的，組織的に行う。 

⑦ 道徳教育の目標に基づき，道徳科などとの関連を考慮しながら，総合的な学習の

時間の特質に応じて適切な指導をすること。 

（５） 各学校において定める内容 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（６） 総合的な学習の時間の評価の基本的な考え方 
総合的な学習の時間の評価については，各学校が自ら設定した観点の趣旨を明らかに

した上で，それらの観点のうち，学習状況に顕著な事項がある場合などにその特徴を記

入する等，児童生徒にどのような資質・能力が身に付いたかを文章で記述する。 

 

 

 

 

「信頼される評価」とするために，例えば，あらかじめ指導する教師間において，評

価の観点や評価規準を確認しておき，これに基づいて児童生徒の学習状況を評価するな

どが考えられる。この場合には，各学校において定められた評価の観点を，一単位時間

で全て評価しようとするのではなく，年間や，単元などの内容のまとまりを通して，一

定程度の時間数の中において評価を行うように心掛ける。児童生徒の成長を多面的に捉

えるために，多様な評価方法や評価者による評価を適切に組み合わせる。 

<例>・発表やプレゼンテーションなどの表現による評価 

・話合い，学習や活動の状況などの観察による評価 など 

学習状況の結果だけではなく過程を評価するためには，評価を学習活動の終末だけで

はなく，事前や途中に適切に位置付けて実施する。 

総合的な学習の時間の内容は，「目

標を実現するにふさわしい探究課

題」及び「探究課題の解決を通して

育成を目指す具体的な資質・能力」

を各学校が定める。つまり，「何を学

ぶか」とそれを通して「どのような

ことができるようになるか」という

ことを各学校が具体的に設定すると

いうことであり，他教科等にはない

大きな特徴の一つである。 
 各学校で定めた目標や児童生徒の

実態等に配慮し，全体としてのバラ

ンスをとりながら，質と量の双方に

おいて適切な内容を選定することが

必要である。 

【資質・能力】        【観点の趣旨】 
知識及び技能       → 知識・技能 

思考力，判断力，表現力等 → 思考・判断・表現 

学びに向かう力，人間性等 → 主体的に学習に取り組む態度 
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〇〇年度〇〇小(中)学校 総合的な学習の時間 第〇学年（〇学年〇組）単元計画 
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３ 児童の実態 
 
 
 
 
 
４ 教材について 
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総合的な学習の時間において，どのような学習が展開されるかを一言で端的に表現したものが単

元名である。総合的な学習の時間の単元名については，例えば，次の点に配慮することが大切であ

る。一つ目は，児童（生徒）の学習の姿が具体的にイメージできる単元名にすることである。二つ

目は，学習の高まりや目的が示唆できるようにすることである。 

どのような学習を通して，児童（生徒）のどのような資質・能力を育成することを目指すのかを

明確に示したものが単元目標である。各学校の目標や内容を視野に入れ，中核となる学習活動を基

に構成することが考えられる。なお，目標の表記については，一文で示す場合，箇条書きにする場

合などが考えられる。 

単元を構想し，構成する際には，児童（生徒）の実態を明確に把握する必要がある。特に，目標

を実現するにふさわしい探究課題と，探究課題の解決を通して育成を目指す具体的な資質・能力に

ついて，どのような実態であるかを把握しておくことが欠かせない。また，中核となる学習活動に

ついて，どのような経験を持っているのかも明らかにする必要がある。 

教材とは，児童（生徒）の学習を動機付け，方向付け，支える学習の素材のことである。単元計

画の中に教材について記すに当たっては，教材の紹介にとどまらず，児童がその教材に出会うこと

によって学ぶ学習事項について分析し，教材のどこに価値があるのかを具体的に記すことが大切で

ある。 

単元の展開では，目標を実現するにふさわしい探究課題，探究課題の解決を通して育成を目指す

具体的な資質・能力，児童（生徒）の興味・関心を基に中核となる学習活動を設定する。 

単元の学習を通して，どのような概念的な知識を児童（生徒）に獲得してほしいのか，どのよう

な思考力，判断力，表現力等や学びに向かう力，人間性等の伸長を期待しているのかを明確にし，

児童の興味・関心から始まる学習活動の連続が，探究的な学習活動となるよう単元を構想しなけれ

ばならない。この段階では，具体的な時数や学習環境なども視野に入れ，単元の展開を具体化する

ことが求められる。 


